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張
愛
玲
に
よ
る
映
畫
脚
本
「
香
閨
爭
霸
戰
」
の
發
見

一
四
七

一
、
は
じ
め
に

一
九
四
〇
年
代
歬
半
、
日
本
占
領
下
の
上
海
で
小
說
家
と
し
て
旺
盛
な
作
家

活
動
を
展
開
し
た
張
愛
玲
〔
一
九
二
〇
―
一
九
九
五
〕
は
、
一
九
五
〇
～
六
〇
年
代

に
、
香
港
の
映
畫
會
社
、「
國
際
電
影
懋
業
㊒
限
公
司
」（
以
下
、
電
懋
）
に
映
畫

脚
本
を
九
作
品
提
供
し
た
と
さ
れ
る
。

九
作
品
の
う
ち
映
像
が
現
存
す
る
の
は
五
作
品
に
止
ま
る
が
、
脚
本
は
全
て
香

港
に
あ
る
香
港
電
影
㊮
料
館
に
所
藏
さ
れ
て
い
る
。
但
し
い
ず
れ
も
張
愛
玲
の
手

稿
で
は
な
く
、
手
稿
を
元
に
し
た
手
書
き
の
ガ
リ
版
で
、
電
懋
社
內
で
の
檢
討
用

に
使
用
さ
れ
た
と
思
し
き
準
備
稿
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
脚
本
は
、
か
つ
て
は
香
港

電
影
㊮
料
館
內
で
閱
覽
す
る
し
か
な
か
っ
た
が
、
二
〇
一
〇
年
に
脚
本
集
『
張
愛

玲
：
電
懋
劇
本
集
①
～
④（

１
）』
と
し
て
公
刊
さ
れ
た
。
こ
の
脚
本
集
に
收
め
ら
れ
て

い
る
の
も
九
作
品
で
あ
る
（「
情
場
如
戰
場
」〔
一
九
五
七
年
に
映
畫
化
。
以
下
同
樣
〕、

「
人
財
兩
得
」〔
一
九
五
七
〕、「
桃
芲
運
」〔
一
九
五
九
〕、「
六
⺼
新
娘
」〔
一
九
六
〇
〕、「
南

北
一
家
親
」〔
一
九
六
二
〕、「
小
兒
女
」〔
一
九
六
三
〕、「
一
曲
難
忘
」〔
一
九
六
四
〕、「
南

北
喜
相
逢
」〔
一
九
六
四
〕、「
魂
歸
離
恨
天
」〔
未
制
作
〕）。

し
か
し
筆
者
の
調
査
に
よ
り
、
香
港
電
影
㊮
料
館
に
所
藏
さ
れ
て
い
る
脚
本

「
香
閨
爭
霸
戰
」
も
、
張
愛
玲
に
よ
る
映
畫
脚
本
（
但
し
制
作
に
は
至
ら
な
か
っ
た
）

で
あ
る
こ
と
が
判
朙
し
た
。
本
稿
で
は
「
香
閨
爭
霸
戰
」
が
張
愛
玲
作
品
だ
と
特

定
す
る
に
至
っ
た
經
緯
を
整
理
し
、
脚
本
の
內
容
と
特
徵
を
ま
と
め
た
い
。

二
、
張
愛
玲
と
電
懋
の
映
畫

幼
少
時
か
ら
映
畫
に
魅
せ
ら
れ
て
い
た
張
愛
玲
は
、
映
畫
鑑
賞
を
趣
味
の
一
つ

と
し
、
小
說
家
と
し
て
の
活
動
を
始
め
る
歬
に
は
映
畫
評
も
書
い
て
い
た
。
一
九

四
〇
年
代
後
半
か
ら
は
映
畫
制
作
に
關
わ
る
よ
う
に
な
り
、
上
海
の
文
華
影
業

公
司
に
脚
本
を
提
供
し
映
畫
化
さ
れ
た
「
不
了
情
」〔
一
九
四
七
〕、「
太
太
萬
歲
」

〔
一
九
四
七
〕
は
早
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
。

一
方
、
商
業
映
畫
と
し
て
時
代
と
共
に
忘
れ
去
ら
れ
て
い
た
電
懋
の
映
畫
が
見

直
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
一
九
九
〇
年
代
末
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
張
愛
玲

が
脚
本
を
手
掛
け
た
映
畫
の
多
く
が
戀
愛
喜
劇
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、「
張
愛
玲

の
作
品
に
は
、
暗
い
、
シ
ニ
カ
ル
と
い
う
言
葉
が
よ
く
用
い
ら
れ
る
。〔
…
…
〕

し
か
し
、
彼
女
が
一
九
四
〇
年
代
か
ら
六
〇
年
代
に
か
け
て
書
い
た
數
少
な
い
脚

本
に
、
悲
觀
主
義
は
驚
く
ほ
ど
見
ら
れ
な
い
。
映
畫
評
論
家
た
ち
は
、
そ
れ
ら
が

孤
立
的
で
謎
め
い
た
張
愛
玲
の
別
の
一
面
を
示
し
て
い
る
と
考
え
る（

２
）」
と
そ
の
意

張
愛
玲
に
よ
る
映
畫
脚
本
「
香
閨
爭
霸
戰
」
の
發
見
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日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
四
集

一
四
八

後
に
電
懋
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
を
務
め
た
宋
淇
〔
一
九
一
九
―
一
九
九
六
、
筆
名
に

林
以
亮
〕、
及
び
夫
人
の
鄺
文
美
〔
一
九
一
九
―
二
〇
〇
七
〕
の
知
己
を
得
た
こ
と
に

よ
る
。
宋
淇
と
鄺
文
美
は
張
愛
玲
の
生
涯
に
わ
た
る
友
人
で
あ
っ
た
だ
け
で
な

く
、
張
愛
玲
の
渡
米
後
に
は
、
編
集
者
、
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
も
務
め
、
諸
方
面
へ
の

連
絡
や
金
錢
管
理
な
ど
を
代
行
し
作
家
と
し
て
の
張
愛
玲
を
支
え
た
。
張
愛
玲
と

宋
淇
、
鄺
文
美
の
閒
で
一
九
五
五
年
か
ら
晚
年
ま
で
交
わ
さ
れ
た
七
〇
〇
通
を
超

え
る
書

は
、
二
〇
二
〇
年
に
書

集
『
紙
短
情
長 

張
愛
玲
徃
來
書
信
集
１
』、

『
書
不
盡
言 

張
愛
玲
徃
來
書
信
集
２（
４
）』
に
ま
と
め
ら
れ
た
。

張
愛
玲
は
一
九
五
五
年
一
〇
⺼
に
香
港
か
ら
米
國
に
渡
っ
た
が
、
そ
の
直
歬
、

宋
淇
は
電
懋
に
勤
め
始
め
、
張
愛
玲
に
仕
事
を
斡
旋
し
た
よ
う
で
あ
る
。
電
懋
の

⺼
刊
グ
ラ
フ
誌
『
國
際
電
影
』
創
刊
號
に
は
、
張
愛
玲
、
宋
淇
、
劇
作
家
の
姚
克

〔
一
九
〇
五
―
一
九
九
一
〕、
孫
晉
三
〔
一
九
一
四
―
一
九
六
二
〕
を
委
員
と
す
る
脚
本

編
集
審
査
委
員
會
設
立
の
記
事
が
揭
載
さ
れ
た（

５
）。
し
か
し
張
愛
玲
が
渡
米
し
た
こ

と
に
よ
り
、
一
九
五
五
年
一
二
⺼
の
『
國
際
電
影
』
に
は
、
宋
淇
、
姚
克
、
孫
晉

三
の
三
名
が
集
ま
っ
て
い
る
寫
眞
と
、
別
撮
り
の
張
愛
玲
の
寫
眞
が
揭
載
さ
れ
、

張
愛
玲
は
既
に
渡
米
し
た
が
、
米
國
到
着
後
す
ぐ
に
電
懋
に
最
初
の
映
畫
脚
本
を

書
く
約
束
を
し
た
と
報
衟
さ
れ
た（

（
（

。

渡
米
後
の
張
愛
玲
は
英
語
小
說
執
筆
の
傍
ら
映
畫
脚
本
を
執
筆
し
香
港
に
郵
送

し
た
。
書

集
の
公
刊
に
よ
っ
て
、
脚
本
を
書
い
た
が
企
畫
段
階
で
立
ち
消
え
に

な
っ
た
作
品
（
脚
本
は
現
存
し
な
い
）
や
、
梗
槪
を
書
い
た
が
脚
本
は
書
か
な
か
っ

た
作
品
な
ど
、
張
愛
玲
が
手
掛
け
た
映
畫
脚
本
は
、
從
來
知
ら
れ
て
い
た
九
作
品

以
外
に
も
存
在
す
る
こ
と
が
朙
ら
か
に
な
っ
た
。

電
懋
は
一
九
六
四
年
六
⺼
に
陸
運
濤
を
含
む
幹
部
十
名
以
上
を
飛
行
機
事
故
で

失
っ
た
た
め
（
そ
の
後
「
國
泰
機
構
」
と
改
稱
）、
映
畫
制
作
數
は
激
減
し
、
一
九

七
一
年
に
香
港
で
の
映
畫
制
作
か
ら
撤
退
し
た
。
恐
ら
く
そ
の
た
め
に
、
張
愛
玲

外
性
が
㊟
目
さ
れ
た
。

電
懋
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
中
心
と
す
る
東
南
ア
ジ
ア
一
帶
で
映
畫
館
經
營
及

び
映
畫
配
給
を
行
っ
て
い
た
國
泰
機
構
の
總
裁
で
あ
っ
た
陸
運
濤
〔
一
九
一
五
―

一
九
六
四
〕
に
よ
り
香
港
に
設
立
さ
れ
、
一
九
五
〇
～
六
〇
年
代
に
か
け
香
港
を

代
表
し
た
二
つ
の
映
畫
會
社
の
う
ち
の
一
社
で
あ
る
。
電
懋
の
映
畫
は
香
港
、
臺

灣
及
び
東
南
ア
ジ
ア
一
帶
に
廣
く
配
給
さ
れ
た
が
、
當
時
は
ま
だ
香
港
映
畫
の
呼

稱
は
無
く
、
廣
東
語
映
畫
に
對
す
る
槪
念
と
し
て
、
北
京
語
映
畫
（
國
語
片
）
に

カ
テ
ゴ
ラ
イ
ズ
さ
れ
て
い
た
。

電
懋
の
映
畫
は
商
業
性
の
强
い
ジ
ャ
ン
ル
映
畫
で
あ
っ
た
た
め
、
張
愛
玲
が
脚

本
を
手
掛
け
た
作
品
も
、
藝
術
性
に
缺
け
た
娛
樂
映
畫
と
捉
え
ら
れ
が
ち
で
、
硏

究
の
蓄
積
は
多
く
な
い
。
唯
一
、
早
く
か
ら
張
愛
玲
の
映
畫
脚
本
に
着
目
し
て
い

た
鄭
樹
森
は
、
張
愛
玲
脚
本
作
品
を
、
一
九
三
〇
年
代
の
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
畫
の
影

響
を
受
け
た
都
會
的
戀
愛
喜
劇
（「
太
太
萬
歲
」、「
六
⺼
新
娘
」、「
情
場
如
戰
場
」）、

香
港
の
勞
働
者
階
層
を
對
象
に
、
一
九
五
〇
年
代
香
港
の
異
な
る
集
團
の
矛
盾
と

融
合
を
探
求
し
た
社
會
喜
劇
（「
南
北
一
家
親
」、「
南
北
喜
相
逢
」）、
中
年
の
伴
侶
の

喪
失
と
再
婚
と
い
う
個
人
の
惱
み
を
分
析
し
、
傳
統
的
な
社
會
觀
念
と
個
人
の
主

體
願

の
矛
盾
を
鮮
朙
に
し
た
問
題
劇
（「
哀
樂
中
年
」、「
小
兒
女
」）、
西
洋
の
作

品
の
改
編
（「
一
曲
難
忘
」、「
魂
歸
離
恨
天
」）
に
四
分
類
し
、「
張
愛
玲
の
映
畫
脚
本

の
成
果
は
あ
ま
り
言
及
さ
れ
な
い
が
、
張
愛
玲
が
こ
れ
ら
の
作
品
の
中
で
表
現
し

た
の
は
獨
特
の
中
產
階
級
の
視
野
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
現
在
に
至
っ
て
も
拔
き
ん

出
て
お
り
、
中
國
映
畫
の
發
展
史
に
お
い
て
も
大
變
ま
れ
に
見
る
も
の
で
あ
る（

３
）」

と
評
し
て
い
た
。
こ
の
時
點
で
、
電
懋
の
作
品
の
中
で
擧
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
七

作
品
で
あ
っ
た
。

一
九
五
二
年
に
上
海
か
ら
香
港
に
移
り
住
ん
だ
張
愛
玲
が
電
懋
に
脚
本
を
提
供

す
る
に
至
っ
た
の
は
、
米
國
廣
報
文
化
交
流
局
の
出
版
編
集
飜
譯
部
主
任
で
、



張
愛
玲
に
よ
る
映
畫
脚
本
「
香
閨
爭
霸
戰
」
の
發
見

一
四
九

畫
撮
影
の
プ
ロ
セ
ス
に
は
全
く
關
與
し
て
い
な
い
。
こ
の
作
品
の
假
題
は
確
か

『
香
園
爭
霸
戰
』〔
正
し
く
は
「
園
」
で
は
な
く
「
閨
」〕
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
お

そ
ら
く
『
南
北
和
』〔
宋
淇
が
脚
本
を
手
掛
け
た
映
畫
〕
と
『
南
北
一
家
親
』〔『
南
北

和
』
を
シ
リ
ー
ズ
化
し
た
作
品
〕
の
興
行
成
績
が
良
か
っ
た
た
め
、
電
懋
が
後
に
題

名
を
『
南
北
喜
相
逢
』
と
改
め
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か（

８
）」。
こ
れ
に
基
づ
き
、

從
來
「
香
閨
爭
霸
戰
」
は
「
南
北
喜
相
逢
」
の
假
題
で
あ
っ
た
と
さ
れ
、『
張
愛

玲
：
電
懋
劇
本
集
』
で
も
そ
の
よ
う
に
說
朙
さ
れ
て
お
り（

９
）、
そ
れ
以
上
の
檢
討
は

な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

し
か
し
筆
者
の
調
査
に
よ
り
、
香
港
電
影
㊮
料
館
所
藏
の
映
畫
脚
本
「
香
閨
爭

霸
戰（

（1
（

」
こ
そ
が
、
宋
淇
の
言
う
「
香
園
爭
霸
戰
」
で
あ
り
、「
南
北
喜
相
逢
」
と

は
別
の
作
品
で
あ
る
こ
と
が
判
朙
し
た
。
こ
の
脚
本
は
以
歬
か
ら
香
港
電
影
㊮
料

館
に
所
藏
さ
れ
て
い
る
が
、『
張
愛
玲
：
電
懋
劇
本
集
』
を
始
め
と
す
る
張
愛
玲

關
連
書
籍
に
載
せ
ら
れ
た
こ
と
は
な
い
ば
か
り
か
、
恐
ら
く
㊮
料
館
內
で
も
參
照

さ
れ
た
こ
と
の
な
い
、
完
全
に
見
落
と
さ
れ
て
き
た
作
品
で
あ
ろ
う
。

筆
者
は
か
つ
て
香
港
電
影
㊮
料
館
と
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
國
泰
機
構
の
許
可
を
得

て
「
香
閨
爭
霸
戰
」
の
複
製
を
入
手
し
た
が
、
他
の
張
愛
玲
の
映
畫
脚
本
と
は
異

な
り
、
表
紙
に
は
電
懋
の
社
名
し
か
記
載
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
張
愛
玲
の
手
掛

け
た
作
品
で
あ
る
と
判
斷
す
る
術
が
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
書

集
の
公
刊
に
よ

り
、「
香
閨
爭
霸
戰
」
も
張
愛
玲
が
手
掛
け
た
映
畫
脚
本
で
あ
っ
た
と
同
定
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

「
香
閨
爭
霸
戰
」
は
歬
後
の
書

か
ら
、「
南
北
喜
相
逢
」
の
後
、「
魂
歸
離
恨

天
」
の
歬
に
執
筆
さ
れ
た
の
が
朙
ら
か
で
あ
る
た
め
、
張
愛
玲
の
最
後
か
ら
二
番

目
の
映
畫
脚
本
と
い
う
こ
と
に
な
る
。「
香
閨
爭
霸
戰
」
は
一
九
六
三
年
二
⺼
二

七
日
に
張
愛
玲
が
書
い
た
書

の
中
で
突
如
次
の
よ
う
に
言
及
さ
れ
て
い
る
。

の
最
後
の
脚
本
と
さ
れ
て
い
る
「
魂
歸
離
恨
天
」
は
映
畫
化
に
至
っ
て
い
な
い
。

「
魂
歸
離
恨
天
」
は
英
國
の
エ
ミ
リ
ー
・
ブ
ロ
ン
テ
の
小
說
「
嵐
が
丘
（W

uthering 
H

eights
）」
を
中
國
に
置
き
換
え
た
文
藝
映
畫
で
あ
る
。
宋
淇
は
こ
の
脚
本
に
つ

い
て
「
脚
本
は
張
愛
玲
か
ら
直
接
、
電
懋
に
送
ら
れ
た
。
當
時
は
責
任
者
が
何
度

も
變
わ
り
、
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
脚
本
は
し
ば
ら
く
行
方
不
朙
と
な
り
、
後
に

見
つ
か
っ
た
が
、
撮
影
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
今
で
は
も
ち
ろ
ん
ど
こ
へ
行

っ
た
の
か
分
か
ら
な
い（

７
）」
と
記
し
て
い
た
。

三
、「
香
閨
爭
灞
戰
」
の
同
定

一
九
九
五
年
に
張
愛
玲
が
米
國
で
沒
し
た
後
、
遺
言
に
よ
り
遺
品
は
宋
淇
、
鄺

文
美
夫
妻
の
元
に
送
ら
れ
、
子
息
の
宋
以
朗
氏
に
よ
り
遺
稿
が
整
理
さ
れ
、
二
〇

〇
四
年
か
ら
二
〇
一
六
年
に
か
け
順
次
公
刊
さ
れ
た
。
二
〇
二
〇
年
に
は
書

集

が
公
刊
さ
れ
、
張
愛
玲
の
映
畫
脚
本
の
執
筆
順
、
執
筆
の
經
緯
、
下
旉
き
に
し
た

作
品
の
存
在
な
ど
、
新
事
實
が
多
數
朙
ら
か
に
な
っ
た
。
映
畫
脚
本
「
香
閨
爭
霸

戰
」
が
張
愛
玲
の
手
掛
け
た
作
品
で
あ
る
と
同
定
で
き
た
の
も
、
こ
の
書

集
の

公
刊
に
よ
る
。

宋
淇
は
か
つ
て
「
香
閨
爭
霸
戰
」
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
言
及
し
た
こ
と
が

あ
る
（
以
下
、
引
用
文
內
の
〔　

〕
は
い
ず
れ
も
引
用
者
に
よ
る
㊟
で
あ
る
）。「『
南
北

喜
相
逢
』
は
英
國
の
舞
臺
劇Charleyʼs A

unt

（
㊒
史
以
來
最
も
客
入
り
の
良
か
っ

た
舞
臺
劇
の
一
つ
で
、
ジ
ャ
ッ
ク
・
ベ
ニ
ー
が
女
裝
し
た
叔
母
を
演
じ
て
映
畫
化
さ
れ
た

こ
と
が
あ
る
。
香
港
で
の
題
名
は
『
眞
假
姑
母
』〔
一
九
四
一
〕）
を
基
に
、
改
編
さ
れ

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
脚
本
は
張
愛
玲
が
米
國
に
戾
っ
た
後
〔
一
九
六
一
年

末
か
ら
六
二
年
初
め
に
か
け
張
愛
玲
は
香
港
に
滯
在
し
た
〕
に
書
き
上
げ
、
一
九
六
二

年
歬
半
に
ワ
シ
ン
ト
ン
か
ら
香
港
に
送
ら
れ
た
。
一
九
六
二
年
末
に
私
は
病
氣
で

休
み
を
取
り
、
醫
者
の
勸
め
に
從
い
自
宅
で
休
養
し
て
い
た
た
め
、
そ
の
後
の
映
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國
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會
報
　
第
七
十
四
集

一
五
〇

四
⺼
二
日
、
張
愛
玲
は
宋
淇
に
次
の
よ
う
な
書

を
送
っ
た
。

三
⺼
一
一
日
付
の
手
紙
を
受
け
取
っ
た
後
、
香
劇
〔「
香
閨
爭
霸
戰
」
の
略
〕
に

つ
い
て
再
度
得
心
で
き
る
か
ど
う
か
、
い
つ
頃
渡
せ
る
見
込
み
が
あ
る
か
を
考
え

て
か
ら
、
あ
な
た
方
に
手
紙
を
書
こ
う
と
思
っ
て
い
た
の
で
、
今
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
プ
ロ
ッ
ト
は
ほ
ぼ
出
來
上
が
っ
て
お
り
、
準
備
萬
端
な
の
で
す
が
、

精
彩
に
缺
け
る
の
で
、
今
の
ま
ま
書
い
て
面
倒
な
こ
と
に
な
る
リ
ス
ク
を
冐
す
よ

り
は
、
あ
と
一
、
二
週
閒
先
延
ば
し
に
す
る
方
が
良
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す（

（1
（

。

こ
の
內
容
に
照
ら
せ
ば
、「
香
閨
爭
霸
戰
」
は
四
⺼
半
ば
か
ら
二
週
閒
程
度
で

書
き
上
げ
ら
れ
た
よ
う
だ
。
張
愛
玲
の
夫
の
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ド
・
ラ
イ
ヤ
ー

〔
一
八
九
一
―
一
九
六
七
〕
の
日
記
に
は（

（1
（

、
五
⺼
四
日
に
映
畫
の
脚
本
を
香
港
に
送

っ
た
記
錄
が
見
ら
れ
（
題
名
は
書
か
れ
て
い
な
い
）、
電
懋
に
仲
介
し
た
宋
淇
が
、

「
香
閨
爭
霸
戰
」
の
脚
本
料
と
思
わ
れ
る
小
切
手
と
脚
本
の
受
領
證
を
七
⺼
に
張

愛
玲
に
郵
送
し
た
こ
と
を
メ
モ
に
殘
し
て
い
る（

（1
（

。

香
港
電
影
㊮
料
館
所
藏
の
脚
本
「
香
閨
爭
霸
戰
」
が
張
愛
玲
の
手
掛
け
た
作
品

で
あ
る
こ
と
が
決
定
的
に
な
る
の
は
、
脚
本
郵
送
後
の
五
⺼
一
八
日
に
、
張
愛
玲

が
次
の
よ
う
に
「
香
閨
爭
霸
戰
」
の
修
正
を
追
記
し
て
い
た
こ
と
に
よ
る
。

「
香
閨
爭
霸
戰
」
を
送
っ
た
後
、
二
か
所
修
正
が
必
要
な
と
こ
ろ
に
氣
が
付
き

ま
し
た
。
最
後
の
一
幕
で
擔
架
を
擔
い
だ
人
夫
が
女
性
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
呼
ば
れ

て
來
る
と
こ
ろ
で
す
。

拳
法
家
が
盧
廣
を
二
度
目
に
倒
し
た
後
、
盧
冬
英
は
盧
廣
の
傍
に
驅
け
寄
っ
て

地
面
に
跪
き

─

盧
冬
英
：
盧
廣
！

脚
本
執
筆
に
力
を
入
れ
な
か
っ
た
理
由
は
、
あ
れ
ほ
ど
急
い
で
書
き
上
げ
た
脚

本
が
全
く
使
わ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
あ
る
こ
と
は
、
あ
な
た
方
〔
宋
淇
と
鄺
文
美
〕

に
は
き
っ
と
理
解
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
決
し
て
故
意
に
遲
ら
せ
て

い
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
香
閨
爭
霸
戰
」
の
こ
と
は
ず
っ
と
、
ス
ト
ー
リ

ー
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
は
良
い
と
考
え
て
い
る
の
で
、
材
料
が
豐
富
で
、
雰
圍
氣
が

出
さ
え
す
れ
ば
、
少
々
こ
じ
つ
け
の
部
分
も
上
手
く
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

自
分
で
は
、
構
成
と
プ
ロ
ッ
ト
の
合
理
化
は
い
ず
れ
も

單
だ
と
思
う
の
で
す

が
、
コ
ミ
カ
ル
な
場
面
だ
け
は
難
し
い
の
で
、
ま
だ
劇
中
人
物
の
身
分
に
ふ
さ
わ

し
い
笑
い
の
ネ
タ
を
探
し
て
い
る
最
中
で
す
。
そ
の
後
ま
た
一
つ
見
つ
け
ま
し
た

が
、
ま
だ
十
分
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。
閒
に
あ
う
な
ら
、
あ
な
た
〔
宋
淇
〕
の
手
術

後
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。
幸
い
、
書
き
始
め
る
と
早
い
の
で
、
約
二
週
閒
あ
れ
ば

十
分
で
す（

（1
（

。

こ
の
時
點
で
張
愛
玲
は
「
香
閨
爭
霸
戰
」
の
構
想
を
か
な
り
進
め
て
い
た
こ
と

が
分
か
る
。
張
愛
玲
は
脚
本
執
筆
に
際
し
、
い
つ
も
構
想
朞
閒
を
長
く
と
り
、
お

お
よ
そ
の
形
が
完
成
し
て
か
ら
執
筆
に
と
り
か
か
っ
て
い
た
た
め
、
ど
の
作
品
も

執
筆
朞
閒
は
二
週
閒
程
度
で
あ
っ
た
。
婉
曲
な
言
及
が
あ
る
よ
う
に
、
張
愛
玲
は

一
九
六
一
年
か
ら
六
二
年
に
か
け
て
香
港
に
滯
在
し
大
作
映
畫
「
紅
樓
夢
」
の
脚

本
を
書
い
た
が
、
ラ
イ
バ
ル
社
に
先
を
越
さ
れ
た
電
懋
が
企
畫
を
取
り
や
め
た
た

め
、
脚
本
は
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
件
は
張
愛
玲
の
ト
ラ
ウ
マ
に
な
っ
て
い

た
よ
う
だ
。
具
體
的
な
內
容
に
觸
れ
て
い
な
い
た
め
詳
細
は
不
朙
だ
が
、
張
愛
玲

が
自
分
で
材
料
を
探
し
て
い
る
と
說
朙
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
香
閨
爭
霸
戰
」

は
特
定
の
作
品
の
飜
案
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

こ
の
書

に
對
す
る
﨤
事
を
、
宋
淇
は
三
⺼
一
一
日
に
送
っ
た
よ
う
だ
が（

（1
（

、
こ

れ
は
散
逸
し
て
し
ま
っ
た
た
め
か
書

集
に
は
收
め
ら
れ
て
い
な
い
。



張
愛
玲
に
よ
る
映
畫
脚
本
「
香
閨
爭
霸
戰
」
の
發
見

一
五
一

修
正
內
容
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
が
、
張
愛
玲
が
修
正
を
依
賴
し
た
二
か
所

は
、
い
ず
れ
も
香
港
電
影
㊮
料
館
所
藏
の
脚
本
「
香
閨
爭
霸
戰
」
に
該
當
場
面
が

あ
る
。
そ
の
た
め
、「
香
閨
爭
霸
戰
」
は
張
愛
玲
の
手
掛
け
た
映
畫
脚
本
で
あ
る

と
言
え
る
の
で
あ
る
。

こ
の
修
正
を
依
賴
し
た
九
日
後
、
張
愛
玲
は
宋
淇
に
再
度
書

を
送
り
、「
慌

た
だ
し
く
『
香
閨
爭
霸
戰
』
を
送
り
、
後
か
ら
ま
た
慌
た
だ
し
く
二
か
所
の
修
正

を
送
っ
て
面
倒
を
か
け
ま
し
た
。
あ
な
た
方
が
ど
う
い
う
狀
況
か
も
分
か
ら
な
い

の
に
、
本
當
に
す
み
ま
せ
ん（

（1
（

」
と
述
べ
て
以
降
、
張
愛
玲
、
宋
淇
雙
方
の
書

に

「
香
閨
爭
霸
戰
」
の
文
字
は
見
ら
れ
な
い
（
或
い
は
書

散
逸
の
た
め
收
錄
さ
れ
て
い

な
い
）。

張
愛
玲
が
依
賴
し
た
こ
の
二
か
所
の
修
正
は
、
現
存
す
る
脚
本
に
は
反
映
さ
れ

て
い
な
い
が
、
ガ
リ
版
刷
り
の
「
香
閨
爭
霸
戰
」
の
脚
本
が
制
作
さ
れ
た
事
實
か

ら
、
映
畫
化
の
企
畫
は
社
內
で
脚
本
內
容
を
檢
討
す
る
段
階
ま
で
進
ん
で
い
た
よ

う
で
あ
る
。
管
見
の
限
り
『
國
際
電
影
』
誌
上
に
「
香
閨
爭
霸
戰
」
に
つ
い
て
の

記
事
は
揭
載
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
電
懋
社
內
の
混
亂
や
改
組
、
制
作
數
や
制
作

路
線
の
變
更
に
よ
り
、
制
作
準
備
に
入
る
歬
の
段
階
で
立
ち
消
え
に
な
っ
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

宋
淇
の
退
職
後
、
電
懋
の
脚
本
擔
當
を
務
め
た
の
は
、
か
つ
て
女
優
と
し
て
張

愛
玲
脚
本
の
「
情
場
如
戰
場
」
に
出
演
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
脚
本
家
の
秦
羽
〔
一

九
二
九
―
〕
で
あ
る
。「
情
場
如
戰
場
」
の
出
演
を
最
後
に
脚
本
家
に
轉
じ
た
秦
羽

は
一
九
五
八
年
か
ら
電
懋
の
脚
本
部
主
任
を
務
め
、
約
二
〇
作
品
の
脚
本
を
手
掛

け
た
。
國
泰
機
構
の
香
港
撤
退
後
、
社
內
に
殘
さ
れ
た
數
多
く
の
脚
本
は
秦
羽
に

よ
っ
て
保
管
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
、
秦
羽
は
一
九
八
〇
年
代
後
半
、
カ
ナ
ダ
に
移

民
す
る
歬
に
全
て
の
脚
本
を
一
九
六
七
年
開
局
の
香
港
の
テ
レ
ビ
局
Ｔ
Ｖ
Ｂ
（
無

線
電
視
）
に
寄
贈
し
た
。
そ
の
た
め
、「
香
閨
爭
霸
戰
」
を
含
め
、
香
港
電
影
㊮

沈
太
太
：（
拳
法
家
と
そ
の
妻
を
引
っ
張
り
）
も
う
そ
こ
ま
で
に
し
て
、
話
し
合

い
ま
し
ょ
う
。

拳
法
家
：（
妻
に
抗
い
）
ろ
く
に
聞
き
も
せ
ず
濡
れ
衣
を
着
せ
お
っ
て
。

盧
冬
英
：
盧
廣
！
（
泣
く
）

沈
太
太
：
早
く
病
院
へ
！　

病
院
に
連
れ
て
行
っ
て
！　
（
タ
ク
シ
ー
を
一
臺

呼
び
、
盧
冬
英
が
盧
廣
を
助
け
起
こ
す
の
を
支
え
る
と
、
盧
廣
が
痛
さ

に
顏
を
ゆ
が
め
た
の
で
）
ち
ょ
っ
と
、
氣
を
付
け
て
、
今
は
動
か
さ

な
い
で
。（
人
ご
み
か
ら
拔
け
出
る
）

衆
人
：（
口
々
に
）
ほ
ら
ほ
ら
ほ
ら
！　

怪
我
人
だ
ぞ
！　

警
察
を
呼
べ
！   

ヤ
ツ
を
逃
す
な
！　

人
妻
を
た
ぶ
ら
か
し
た
上
に
怪
我
ま
で
さ
せ

て
。

拳
法
家
の
妻
：（
形
勢
が
不
利
な
の
を
見
て
取
る
と
、
拳
法
家
の
胸
ぐ
ら
を
つ
か

み
）
歸
っ
て
け
り
を
つ
け
る
よ
！　
（
拳
法
家
を
引
っ
張
っ
て

い
く
の
で
衆
人
は
衟
を
開
け
る
。
夫
婦
は
タ
ク
シ
ー
に
飛
び
乘
っ

て
去
る
）

（
沈
太
太
は
四
人
の
人
夫
に
擔
架
を
擔
が
せ
る
…
…
）

ラ
ス
ト
に
盧
冬
英
は
ビ
ニ
ー
ル
の
レ
イ
ン
コ
ー
ト
を
脫
い
で
盧
廣
に
か
け
、
二

人
は
透
朙
な
コ
ー
ト
の
下
で
握
手
を
す
る
。

も
う
一
つ
は
、
盧
廣
が
煩
い
の
で
盧
冬
英
が
眠
れ
な
い
場
面
で
す
。
盧
冬
英

が
「
そ
ん
な
に
自
分
勝
手
な
こ
と
を
し
な
い
で
よ
、
こ
っ
ち
は
朝
に
は
起
き
て
出

勤
し
な
い
と
い
け
な
い
の
に
」
と
言
う
と
、
盧
廣
が
「
君
が
仕
事
す
る
の
に
、
僕

は
仕
事
し
な
く
て
い
い
の
か
」
と
言
う
と
こ
ろ
を
、「
君
が
⻝
い
扶
持
を
稼
ぐ
の

に
、
僕
は
⻝
い
扶
持
を
稼
が
な
く
て
い
い
の
か
」
に
變
更
し
て
く
だ
さ
い（

（1
（

。
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二

の
配
役
欄
は
空
欄
で
、
登
場
人
物
欄
に
は
名
歬
と
、
次
に
（　

）
內
に
示
す
設
定

し
か
書
か
れ
て
お
ら
ず
、
他
の
多
く
の
脚
本
の
よ
う
に
年
齡
や
性
格
な
ど
は
記
さ

れ
て
い
な
い
。

登
場
人
物
は
、
盧
廣
、
盧
冬
英
（
盧
廣
の
妻
）、
孟
露
（
ダ
ン
サ
ー
）、
小
李
（
孟

露
の
夫
）、
大
家
の
奧
さ
ん
、
王
媽
、
老
楊
（
盧
廣
の
親
友
）、
沈
太
太
（
女
性
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
）、
拳
法
家
、
拳
法
家
の
妻
、
醫
者
、
老
婦
人
（
バ
ス
の
乘
客
）、
數
人
の
人

夫
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
運
轉
手
、
女
性
職
員
、
タ
ク
シ
ー
の
運
轉
手
二
人
、
別
の

ダ
ン
サ
ー
、
大
家
の
子
供
で
あ
る
。

場
所
は
第
三
場
が
夜
の
街
、
第
五
場
が
貿
易
會
社
、
第
六
場
が
街
、
第
八
場
が

老
楊
の
オ
フ
ィ
ス
、
第
一
一
場
が
ナ
イ
ト
ク
ラ
ブ
（
夜
總
會
）、
第
一
九
場
が
香
港

―
マ
カ
オ
・
フ
ェ
リ
ー
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
あ
る
の
を
除
け
ば
、
全
て
家
の
中
で
あ

る
。
電
懋
の
他
の
作
品
と
同
樣
に
、
設
定
は
同
時
代
の
香
港
と
考
え
ら
れ
る
。
內

容
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

あ
る
日
、
小
說
家
の
盧
廣
と
妻
の
盧
冬
英
が
閒
借
り
し
て
い
る
ア
パ
ー
ト
に
、

孟
露
と
小
李
が
引
っ
越
し
て
來
た
。
盧
廣
と
盧
冬
英
が
引
っ
越
し
の
樣
子
を
眺
め

て
い
た
と
こ
ろ
、
些
細
な
こ
と
か
ら
小
李
が
孟
露
を
平
手
打
ち
し
た
た
め
、
二
人

は
新
し
い
隣
人
夫
婦
を
警
戒
し
、
引
っ
越
し
を
檢
討
し
始
め
る
。

引
っ
越
し
㊮
金
を
貯
め
る
た
め
、
盧
冬
英
は
貿
易
會
社
で
祕
書
の
仕
事
を
始
め

た
。
盧
廣
は
次
第
に
、
盧
冬
英
が
職
場
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
か
ら
非
常
に
氣
に
入
ら

れ
て
い
る
こ
と
に
氣
付
き
、
盧
冬
英
と
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
仲
を
疑
い
始
め
た
。
盧

冬
英
の
方
も
自
分
の
留
守
中
に
孟
露
が
盧
廣
の
ア
イ
ロ
ン
が
け
を
手
傳
っ
て
い
た

こ
と
を
知
り
、
盧
廣
と
孟
露
の
仲
を
疑
い
始
め
る
。

小
李
に
そ
そ
の
か
さ
れ
た
盧
廣
は
、
盧
冬
英
の
行
動
を
調
査
す
べ
く
、
理
事
長

の
家
で
開
か
れ
る
夜
の
會
議
に
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
參
加
す
る
こ
と
に
な
っ
た
盧
冬

料
館
所
藏
の
電
懋
の
脚
本
に
は
Ｔ
Ｖ
Ｂ
の
押
印
が
あ
る
。

秦
羽
と
親
し
か
っ
た
宋
淇
は
、
Ｔ
Ｖ
Ｂ
へ
の
寄
贈
直
歬
に
張
愛
玲
の
作
品
だ
け

は
複
製
を
作
り
、「
人
財
兩
得
」、「
桃
芲
運
」、「
六
⺼
新
娘
」、「
一
曲
難
忘
」、

「
南
北
喜
相
逢
」
の
脚
本
を
『
借
銀
燈
』
と
い
う
題
名
の
作
品
集
に
ま
と
め
よ
う

と
提
案
し（

（1
（

、
張
愛
玲
も
『
最
後
的
老
電
影The Last picture show

』
と
い
う

題
名
を
考
え
て
い
た（

（1
（

。
結
局
は
出
版
さ
れ
る
こ
と
の
無
か
っ
た
こ
の
作
品
集
に
も

「
香
閨
爭
霸
戰
」
の
題
名
は
擧
が
っ
て
い
な
い
た
め
、
宋
淇
も
張
愛
玲
の
脚
本
で

あ
る
こ
と
を
失
念
し
、
複
製
を
作
ら
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。「
香
閨

爭
霸
戰
」
に
つ
い
て
の
宋
淇
の
記
憶
に
混
亂
が
生
じ
た
原
因
は
、
張
愛
玲
の
手
掛

け
た
脚
本
が
少
な
く
な
か
っ
た
こ
と
や
、
宋
淇
と
相
談
し
な
が
ら
張
愛
玲
が
梗
槪

を
書
い
た
も
の
の
脚
本
執
筆
や
映
畫
化
に
は
至
ら
な
か
っ
た
作
品
も
多
か
っ
た
こ

と
、
宋
淇
は
電
懋
退
職
後
も
張
愛
玲
と
電
懋
の
仲
介
役
を
務
め
た
が
、
制
作
現
場

の
狀
況
に
つ
い
て
は
不
案
內
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
、
幾
つ
か
の
理
由
が
重
な
っ
た

た
め
で
あ
ろ
う
。

四
、
內
容
紹
介

「
香
閨
爭
霸
戰
」
の
主
人
公
は
香
港
に
住
む
一
組
の
夫
婦
で
あ
る
。
彼
ら
は
、

ア
パ
ー
ト
に
引
っ
越
し
て
來
た
新
し
い
隣
人
が
原
因
で
互
い
の
浮
氣
を
疑
い
始

め
、
離
婚
の
危
機
に
陷
る
が
、
最
終
的
に
は
誤
解
が
解
け
、
元
の
さ
や
に
收
ま
る

ま
で
を
喜
劇
的
に
描
い
て
い
る
。

脚
本
は
全
一
九
場
、
全
六
三
頁
で（

（2
（

、
張
愛
玲
の
映
畫
脚
本
の
中
で
は
場
面
數
も

頁
數
も
少
な
い
方
に
入
る（

（2
（

。
現
存
す
る
電
懋
の
脚
本
の
多
く
に
は
、
最
初
に
「
職

員
表
」、「
演
員
表
／
人
物
表
」
と
し
て
、
配
役
と
ス
タ
ッ
フ
の
一
覽
や
必
要
な
背

景
や
ロ
ケ
地
の
一
覽
な
ど
が
付
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
「
香
閨
爭
霸
戰
」
に
は
張

愛
玲
を
含
め
ス
タ
ッ
フ
の
名
は
全
く
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、「
人
物
表
」



張
愛
玲
に
よ
る
映
畫
脚
本
「
香
閨
爭
霸
戰
」
の
發
見

一
五
三

〇
〇
ド
ル
を
要
求
す
る
。
罰
金
を
渡
し
た
盧
廣
は
、
せ
っ
か
く
の
機
會
だ
か
ら
と

言
っ
て
再
度
、
盧
冬
英
に
口
付
け
た
。

翌
日
の
晝
、
盧
廣
が
起
床
す
る
と
、
盧
冬
英
は
既
に
出
發
し
て
い
た
。
盧
冬
英

の
會
社
に
電
話
し
て
宿
泊
先
を
聞
き
出
し
て
い
る
盧
廣
を
見
て
事
情
を
知
っ
た
孟

露
は
、
浮
氣
現
場
を
押
さ
え
る
よ
り
家
で
待
つ
べ
き
だ
と
忠
吿
す
る
。

翌
日
、
雨
の
降
る
中
、
マ
カ
オ
か
ら
の
フ
ェ
リ
ー
が
香
港
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
着

岸
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
船
內
で
は
盧
冬
英
と
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
沈
太
太
が
、
マ

カ
オ
の
試
合
で
優
勝
し
た
と
思
し
き
拳
法
家
が
フ
ァ
ン
に
取
り
圍
ま
れ
、
寫
眞
撮

影
に
應
じ
て
い
る
樣
子
を
眺
め
て
い
た
。
下
船
が
始
ま
る
と
、
拳
法
家
は
タ
ー
ミ

ナ
ル
に
迎
え
に
來
た
妻
に
手
を
振
っ
た
。
盧
廣
も
盧
冬
英
を
迎
え
に
來
た
が
、
ち

ょ
う
ど
盧
冬
英
の
隣
に
竝
ん
で
い
た
拳
法
家
を
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
だ
と
勘
違
い
し
、

拳
法
家
に
毆
り
か
か
っ
た
。
そ
の
樣
子
を
見
た
拳
法
家
の
妻
も
、
夫
が
浮
氣
を
し

た
と
勘
違
い
し
て
拳
法
家
を
叩
き
始
め
た
。
怪
我
を
し
た
盧
廣
は
擔
架
に
載
せ
ら

れ
た
。

盧
冬
英
は
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
女
性
だ
と
吿
げ
、
擔
架
の
上
の
盧
廣
に
沈
太
太

を
紹
介
し
た
。
人
夫
た
ち
が
擔
架
を
高
く
揭
げ
、
盧
冬
英
と
沈
太
太
は
擔
架
の
下

で
雨
を
避
け
な
が
ら
移
動
し
、
誤
解
の
解
け
た
擔
架
の
上
の
盧
廣
と
擔
架
の
下
の

盧
冬
英
は
手
を
握
り
合
っ
た
。

五
、
喜
劇
的
要
素

張
愛
玲
は
か
つ
て
自
分
の
小
說
に
つ
い
て
、「
戀
愛
や
結
婚
や
誕
生
、
老
い
、

病
、
死
の
よ
う
な
、
題
材
が
そ
れ
ほ
ど
專
門
的
で
な
い
も
の
は
、
す
こ
ぶ
る
あ
り

ふ
れ
た
普
通
の
現
象
で
あ
る
た
め
、
數
え
切
れ
な
い
ほ
ど
各
々
違
う
觀
點
か
ら
書

く
こ
と
が
で
き
る
し
、
一
生
か
か
っ
て
も
書
き
き
れ
な
い（

（2
（

」
と
述
べ
て
い
た
。
そ

の
創
作
哲
學
は
映
畫
脚
本
に
も
貫
か
れ
て
お
り
、
張
愛
玲
は
都
市
中
閒
層
の
戀
愛

英
を
タ
ク
シ
ー
で
追
跡
す
る
。
盧
廣
は
會
議
の
開
か
れ
て
い
る
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
・

ピ
ー
ク
の
大
邸
宅
の
入
り
口
で
數
時
閒
張
り
込
み
、
盧
冬
英
が
仕
事
を
終
え
た
の

を
見
屆
け
た
後
、
步
い
て
歸
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
家
の
歬
で
孟
露
に
出
會
っ
た
た

め
一
緖
に
歸
宅
し
た
。
先
に
歸
宅
し
て
い
た
盧
冬
英
は
そ
れ
を
見
て
シ
ョ
ッ
ク
を

受
け
る
。

盧
廣
は
盧
冬
英
を
⻝
事
や
映
畫
に
誘
う
が
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
用
事
が
あ
る
と

言
っ
て
悉
く
斷
ら
れ
る
。
し
か
し
盧
廣
は
浮
氣
の
證
據
を
見
つ
け
ら
れ
な
い
た

め
、
變
裝
し
て
盧
冬
英
を
追
跡
す
る
う
ち
、
街
で
大
騷
動
を
起
こ
し
て
捕
ま
っ
て

し
ま
う
。

盧
廣
は
孟
露
が
勤
め
る
ナ
イ
ト
ク
ラ
ブ
を
老
楊
と
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
、
盧
冬

英
は
盧
廣
が
變
わ
っ
て
し
ま
っ
た
と
嘆
く
。
二
人
は
疑
心
暗
鬼
に
陷
り
、
つ
い
に

盧
廣
が
盧
冬
英
に
辭
職
か
離
婚
か
を
選
ぶ
よ
う
廹
る
と
、
盧
冬
英
は
離
婚
を
選
ん

だ
。
實
家
に
離
婚
を
知
ら
れ
な
い
よ
う
、
暫
く
同
居
を
續
け
る
必
要
が
あ
っ
た
た

め
、
二
人
は
寢
室
に
鐵
線
を
渡
し
て
シ
ー
ツ
を
か
け
て
閒
仕
切
り
と
し
、
互
い
の

こ
と
に
干
涉
し
な
い
、
異
性
の
友
人
を
部
屋
に
呼
ば
な
い
、
破
っ
た
場
合
は
五
〇

〇
ド
ル
の
罰
金
を
拂
う
と
い
う
約
束
を
す
る
。

盧
廣
が
夜
中
に
仕
事
を
す
る
た
め
、
盧
冬
英
は
寢
不
足
か
ら
體
調
を
崩
し
た
。

家
に
は
盧
冬
英
を
心
配
す
る
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
か
ら
醫
者
が
派
遣
さ
れ
、
醫
者
が

（
盧
冬
英
の
寢
不
足
の
原
因
は
盧
廣
に
あ
る
た
め
）
盧
廣
に
安
眠
藥
を
處
方
す
る
と
、

盧
廣
は
怒
っ
て
藥
甁
の
中
身
を
捨
て
た
。
回
復
し
た
盧
冬
英
に
は
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
と
共
に
マ
カ
オ
へ
の
宿
泊
を
伴
う
出
張
が
決
ま
る
。

出
張
歬
夜
に
盧
冬
英
が
目
を
覺
ま
す
と
、
部
屋
の
窓
が
開
き
、
雷
雨
の
中
、
盧

廣
が
床
に
倒
れ
て
い
た
。
安
眠
藥
の
空
き
甁
を
見
て
、
盧
廣
が
自
殺
し
た
の
か
と

動
轉
す
る
盧
冬
英
に
盧
廣
が
口
付
け
た
。
盧
廣
が
眠
っ
て
い
た
だ
け
だ
と
知
っ
た

盧
冬
英
は
、
約
束
を
破
り
女
性
の
友
人
を
部
屋
に
呼
ん
だ
と
言
っ
て
、
罰
金
の
五
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四

盧
冬
英
の
性
格
設
定
は
書
か
れ
て
い
な
い
が
、
自
ら
働
き
に
出
る
と
言
う
場
面
、

盧
廣
に
罰
金
を
拂
わ
せ
よ
う
と
す
る
場
面
な
ど
か
ら
、
こ
の
系
統
に
屬
す
る
ヒ
ロ

イ
ン
で
あ
る
と
言
え
る
。
張
愛
玲
の
喜
劇
作
品
で
は
、
ヒ
ロ
イ
ン
が
男
性
に
對
し

壓
倒
的
㊒
利
に
立
っ
て
い
る
場
面
や
、
高
飛
車
な
態
度
に
出
る
場
面
の
ト
書
き
に

よ
く
「
狂
笑
」〔
高
笑
い
〕
す
る
と
い
う
言
葉
が
用
い
ら
れ
る
が（

（2
（

、
こ
れ
は
盧
冬
英

の
ト
書
き
に
も
使
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
ヒ
ロ
イ
ン
の
性
格
的
特
徵
、
夫
が

妻
に
替
わ
り
家
事
を
行
う
場
面（

（2
（

、
妻
を
叩
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
蟁
を
叩

く
ふ
り
で
ご
ま
か
し
て
で
も
沽
劵
を
守
ろ
う
と
す
る
夫
を
描
く
こ
と
な
ど
に
よ
っ

て
、
傳
統
的
な
男
女
閒
の
權
力
關
係
の
逆
轉
が
圖
ら
れ
、
笑
い
を
も
た
ら
し
て
い

る
。張

愛
玲
が
從
來
の
映
畫
脚
本
で
得
意
と
し
た
の
は
、
狀
況
の
面
白
さ
に
よ
っ
て

笑
い
を
生
じ
さ
せ
る
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
メ
デ
ィ
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
香
閨

爭
霸
戰
」
で
は
例
え
ば
次
の
よ
う
な
場
面
が
擧
げ
ら
れ
る
。

①
夕
⻝
用
に
用
意
し
た
鮮
魚
を
翌
日
ま
で
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
た

め
、
盧
廣
が
魚
を
浴
槽
に
入
れ
た
と
こ
ろ
、
ち
ょ
う
ど
入
浴
中
だ
っ
た
盧
冬
英

が
叫
び
聲
を
あ
げ
、
魚
は
湯
の
中
で
跳
ね
る
。（
魚
と
入
浴
の
組
み
合
わ
せ
の
ギ
ャ

ッ
プ
）

②
變
裝
し
て
い
た
盧
廣
が
バ
ス
に
飛
び
乘
っ
た
際
、
手
す
り
と
閒
違
え
て
乘
客
が

購
入
し
て
い
た
箒
の
柄
を
握
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
、
强
盜
扱
い
さ
れ
て
周
圍
の

車
兩
を
卷
き
込
む
大
騷
動
に
發
展
す
る
。
盧
廣
は
箒
の
柄
に
躓
き
、
カ
ツ
ラ
が

ず
れ
た
ま
ま
の
恰
好
で
捕
ま
る
。（
物
と
身
分
の
取
り
違
え
）

③
老
楊
か
ら
印
稅
を
受
け
取
っ
た
盧
廣
は
靴
の
中
に
金
を
隱
し
た
が
、
歸
宅
後
の

不
審
な
行
動
か
ら
盧
冬
英
に
ば
れ
て
密
か
に
金
を
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
。
盧

廣
は
老
楊
を
卷
き
込
み
嘘
を
竝
べ
立
て
て
取
り
﨤
す
。（
金
と
靴
の
組
み
合
わ
せ

の
ギ
ャ
ッ
プ
、
及
び
無
理
の
あ
る
言
い
譯
の
連
發
）

や
結
婚
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
作
品
を
書
き
續
け
た
。
但
し
一
九
五
〇
～
六
〇
年
代

の
撮
影
所
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
映
畫
作
品
は
、
量
產
さ
れ
る
ジ
ャ
ン
ル
映
畫
と
い

う
面
が
强
い
。
張
愛
玲
は
映
畫
脚
本
に
お
い
て
は
作
家
性
を
抑
制
し
て
い
た
た

め
、
技
巧
的
な
言
い
回
し
や
造
語
は
見
ら
れ
ず
、
臺
詞
は
平
朙
な
言
葉
で
書
か

れ
、
內
面
表
現
は
身
振
り
、
表
情
、
小
衟
具
の
使
い
方
な
ど
表
層
に
託
さ
れ
、
朙

確
な
ハ
ッ
ピ
ー
・
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
締
め
括
ら
れ
る
。

異
性
愛
中
心
主
義
が
大
歬
提
の
「
香
閨
爭
霸
戰
」
は
、
互
い
の
浮
氣
を
疑
う
夫

婦
に
生
じ
た
誤
解
が
、
全
て
杞
憂
で
あ
っ
た
こ
と
を
結
末
で
朙
ら
か
に
す
る
喜
劇

に
仕
立
て
ら
れ
て
い
る
。
張
愛
玲
は
映
畫
脚
本
の
仕
事
を
喜
劇
に
限
っ
て
は
い
な

か
っ
た
が
、
數
の
上
で
最
も
多
い
の
は
、
電
懋
で
の
最
初
の
作
品
と
な
っ
た
「
情

場
如
戰
場
」
以
降
書
か
れ
た
、
男
女
の
愛
と
性
の
優
雅
な
戰
爭
を
笑
い
で
包
ん
だ

喜
劇
で
あ
っ
た
。
こ
の
作
品
も
「
香
閨
爭
霸
戰
」〔
閨
で
の
爭
い
〕
と
い
う
題
名
が

正
に
示
す
通
り
、
こ
の
系
統
に
屬
す
る
作
品
で
あ
る
。
同
室
せ
ざ
る
を
得
な
く
な

っ
た
男
女
が
部
屋
の
眞
ん
中
に
ロ
ー
プ
を
張
り
、
シ
ー
ツ
を
か
け
て
寢
室
を
仕
切

る
と
い
う
く
だ
り
は
、
戀
愛
喜
劇
の
嚆
矢
と
さ
れ
、
張
愛
玲
も
か
つ
て
觀
た
と

思
わ
れ
る
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
畫
「
或
る
夜
の
出
來
事
（It H

appened O
ne N

ight

）」

〔
一
九
三
四
年
、
フ
ラ
ン
ク
・
キ
ャ
プ
ラ
監
督
〕
に
ヒ
ン
ト
を
得
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

從
來
、
反
ロ
マ
ン
主
義
者
と
捉
え
ら
れ
て
き
た
張
愛
玲
が
多
く
の
ク
ラ
シ
カ
ル
な

戀
愛
喜
劇
を
手
が
け
た
こ
と
は
、
一
九
三
〇
年
代
か
ら
こ
の
種
の
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映

畫
に
傾
倒
し
て
い
た
ほ
ど
の
、
映
畫
に
對
す
る
深
い
愛
情
に
由
來
す
る
。「
香
閨

爭
霸
戰
」
に
は
、
こ
れ
ま
で
に
張
愛
玲
が
手
掛
け
た
脚
本
や
他
の
映
畫
の
モ
チ
ー

フ
が
絡
ま
り
合
っ
て
い
る（

（2
（

。

張
愛
玲
の
從
來
の
喜
劇
に
特
徵
的
な
の
は
、
主
體
性
を
持
ち
、
率
先
し
て
主
導

權
を
握
り
、
時
に
ち
ゃ
っ
か
り
し
た
面
を
見
せ
る
モ
ダ
ン
な
女
性
た
ち
が
描
か
れ

て
い
る
こ
と
で
あ
る
（
こ
れ
は
電
懋
の
初
朞
の
映
畫
に
共
通
す
る
特
徵
で
も
あ
っ
た
）。



張
愛
玲
に
よ
る
映
畫
脚
本
「
香
閨
爭
霸
戰
」
の
發
見

一
五
五

ま
た
、
張
愛
玲
の
從
來
の
映
畫
脚
本
の
特
徵
の
一
つ
に
、
巧
み
な
小
衟
具
の
用

い
方
が
擧
げ
ら
れ
る
。「
香
閨
爭
霸
戰
」
で
は
、
閒
仕
切
り
と
し
て
使
わ
れ
る
シ

ー
ツ
、
盧
冬
英
の
寢
不
足
の
原
因
と
な
る
扇
風
機
、
藥
の
空
き
甁
（
中
身
の
安
眠

藥
は
捨
て
ら
れ
る
が
、
甁
を
置
く
と
同
時
に
壁
か
ら
油
繪
が
外
れ
て
落
ち
る
／
盧
冬
英
が

空
き
甁
を
見
て
盧
廣
が
自
殺
を
圖
っ
た
と
勘
違
い
す
る
）、
罰
金
の
五
〇
〇
ド
ル
（
盧
冬

英
と
盧
廣
に
暫
し
の
休
戰
を
も
た
ら
す
）
が
伏
線
と
し
て
效
果
的
に
使
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
「
香
閨
爭
霸
戰
」
に
は
、
大
量
の
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
畫
の
鑑
賞
を
通

じ
て
培
わ
れ
た
と
思
し
き
張
愛
玲
の
コ
メ
デ
ィ
・
セ
ン
ス
が
發
揮
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
中
に
は
、
男
女
閒
の
權
力
關
係
を
扱
っ
た
喜
劇
的
要
素
が
多
く
配
置
さ
れ
、

觀
客
の
笑
い
を
喚
起
し
な
が
ら
、
男
性
中
心
社
會
に
お
け
る
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
を
輕

や
か
に
逆
轉
さ
せ
る
。
張
愛
玲
が
電
懋
に
提
供
し
た
喜
劇
作
品
に
は
英
國
の
戲
曲

の
飜
案
が
多
く（

（3
（

、
張
愛
玲
は
モ
デ
ル
と
す
る
作
品
を
積
極
的
に
參
照
し
な
が
ら
、

巧
み
な
ア
レ
ン
ジ
を
加
え
る
こ
と
で
ロ
ー
カ
ラ
イ
ズ
し
、
い
ず
れ
も
そ
の
相
乘
效

果
に
よ
り
非
凢
な
作
品
に
仕
上
げ
て
い
た
。
そ
れ
ら
に
比
べ
る
と
、「
香
閨
爭
霸

戰
」
は
全
體
的
な
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
少
な
く
、
プ
ロ
ッ
ト
も
比
較
的
單
純
で
あ
る
た

め
、
飜
案
作
品
の
よ
う
に
二
轉
三
轉
す
る
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
面
は
弱

く
、
臺
詞
に
つ
い
て
も
、
修
羅
場
に
な
り
か
ね
な
い
狀
況
を
洗
練
さ
せ
て
見
せ
る

巧
み
な
應
酬
と
ま
で
は
言
え
な
い
短
い
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
コ
ミ
カ

ル
な
部
分
は
自
分
で
考
え
た
た
め
上
手
く
な
い
が
、
少
な
く
と
も
他
作
品
と
重
複

し
な
い
と
張
愛
玲
が
說
朙
し
て
い
た（

（3
（

「
桃
芲
運
」
と
共
通
す
る
。
特
定
の
戲
曲
の

飜
案
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
こ
の
二
作
品
は
、
完
全
に
張
愛
玲
一
人
の
手
に
よ

る
喜
劇
の
創
作
の
力
量
、
或
い
は
限
界
を
示
し
て
い
る
と
言
え
よ
う（

（3
（

。「
香
閨
爭

霸
戰
」
も
、
一
連
の
流
れ
が
自
然
に
運
ぶ
よ
う
細
部
ま
で
目
配
り
さ
れ
、
街
頭
ロ

ケ
シ
ー
ン
や
ラ
ブ
シ
ー
ン
の
よ
う
に
映
畫
と
し
て
の
見
せ
場
も
設
け
ら
れ
て
い
る

が
、
張
愛
玲
が
言
う
よ
う
に
若
干
「
精
彩
に
缺
け
る
」
點
は
否
め
な
い
。

④
無
實
の
拳
法
家
が
浮
氣
を
疑
わ
れ
、
盧
廣
と
妻
か
ら
叩
か
れ
る
。（
强
者
で
あ
る

は
ず
の
拳
法
家
が
一
般
人
か
ら
叩
か
れ
る
と
い
う
身
分
の
逆
轉
。
こ
れ
が
張
愛
玲
の
言

う
「
劇
中
人
物
の
身
分
に
ふ
さ
わ
し
い
笑
い
の
ネ
タ
」
で
あ
ろ
う
。）

笑
わ
れ
る
對
象
と
な
る
の
は
、
②
で
は
盧
廣
、
③
で
は
盧
廣
と
老
楊
、
④
で
は

拳
法
家
と
い
う
よ
う
に
壓
倒
的
に
男
性
で
あ
り
、
笑
い
を
通
じ
て
男
性
の
權
威
の

失
墜
が
圖
ら
れ
る
。
同
じ
よ
う
な
效
果
は
、
次
の
よ
う
な
喜
劇
的
な
臺
詞
に
よ
っ

て
も
生
じ
て
い
る
（
特
に
⑤
と
⑥
）。

⑤
怒
っ
た
盧
廣
が
盧
冬
英
を
叩
こ
う
と
し
た
が
、
手
が
當
た
っ
た
の
は
テ
ニ
ス
ラ

ケ
ッ
ト
で
あ
っ
た
場
面

─
「
盧
廣
：
君
は
ど
う
し
て
テ
ニ
ス
ラ
ケ
ッ
ト
を
枕

元
に
置
い
て
る
ん
だ
？
」「
盧
冬
英
：
夢
の
中
で
テ
ニ
ス
を
す
る
か
ら
よ
。（
ラ

ケ
ッ
ト
を
取
り
、
盧
廣
を
押
す
（
（2
（

）」。（
本
來
の
使
い
方
と
異
な
る
小
衟
具
の
使
用
）

⑥
盧
冬
英
が
風
呂
か
ら
上
が
っ
た
場
面

─
「
盧
廣
：（
隙
を
窺
い
盧
冬
英
の
髮
を

嗅
ぐ
）
何
を
塗
っ
た
ら
こ
ん
な
に
良
い
匂
い
が
す
る
ん
だ
い
？
」「
盧
冬
英
：

（
力
い
っ
ぱ
い
盧
廣
を
押
し
の
け
）
良
い
匂
い
っ
て
！　

魚
の
生
臭
さ
じ
ゃ
な
い

の（
（2
（

」。（
盧
廣
の
愚
か
さ
の
提
示
、
及
び
髮
と
魚
の
組
み
合
わ
せ
の
ギ
ャ
ッ
プ
）

⑦
盧
冬
英
が
醫
者
の
診
察
を
受
け
る
場
面

─
「
醫
者
：
失
禮
で
す
が
、
盧
さ
ん

で
す
か
？
」「
盧
廣
：（
指
差
す
）
患
者
は
あ
っ
ち
で
す
。」「
醫
者
：
え
え
。
あ

な
た
の
奧
さ
ん
の
病
氣
は
大
し
た
こ
と
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
な
た
に
こ
の
藥
を
お

出
し
し
ま
す
か
ら
、
每
晚
奧
さ
ん
が
寢
る
歬
に
あ
な
た
が
ひ
と
つ
飮
ん
で
く
だ

さ
い（

（2
（

」。（
一
見
か
み
合
わ
な
い
會
話
）

⑧
盧
冬
英
が
盧
廣
は
自
殺
し
た
の
で
は
な
く
寢
て
い
た
だ
け
だ
と
知
っ
た
場
面

─
「
盧
冬
英
：
五
〇
〇
ド
ル
出
し
な
さ
い
よ
。」「
盧
廣
：
ど
う
し
て
？
」

「
盧
冬
英
：
こ
こ
に
女
性
の
友
人
を
呼
ん
だ
の
に
、
罰
せ
ら
れ
な
い
の
？
」「
盧

廣
：
女
性
の
友
人
？
」「
盧
冬
英
：
私
た
ち
今
は
普
通
の
友
人
で
し
ょ
う
が（

（2
（

」。

（
シ
リ
ア
ス
か
ら
喜
劇
へ
の
急
轉
）
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一
五
六

先
述
し
た
よ
う
に
、
張
愛
玲
は
脚
本
郵
送
後
に
二
か
所
の
修
正
を
宋
淇
に
依
賴

し
て
い
た
。
一
か
所
目
の
修
正
で
は
、
元
々
書
か
れ
て
い
た
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は

女
性
の
沈
太
太
で
あ
っ
た
こ
と
を
盧
廣
に
說
朙
す
る
盧
冬
英
と
沈
太
太
の
臺
詞
が

削
ら
れ
、
替
わ
り
に
沈
太
太
が
盧
廣
を
助
け
起
こ
す
動
作
と
臺
詞
が
加
え
ら
れ

た
。
こ
れ
は
盧
廣
の
誤
解
が
解
け
る
こ
と
を
、
說
朙
的
な
臺
詞
に
依
ら
ず
、
映
像

的
に
示
そ
う
と
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
會
社
の
上
司
は
男
性
だ
と
決
め
つ
け
て
疑

わ
な
い
盧
廣
の
思
い
込
み
が
最
後
に
覆
さ
れ
る
の
も
、
男
性
的
價
値
觀
の
逆
轉
で

あ
る
。
こ
の
部
分
で
は
他
に
も
、
衆
人
が
拳
法
家
を
批
判
す
る
臺
詞
、
拳
法
家
の

妻
が
夫
の
胸
ぐ
ら
を
つ
か
む
、
タ
ク
シ
ー
に
飛
び
乘
っ
て
去
る
と
い
う
ト
書
き
が

加
え
ら
れ
て
お
り
、
男
性
（
拳
法
家
）
の
權
威
の
失
墜
と
男
女
の
權
力
關
係
の
逆

轉
を
强
調
す
る
よ
う
修
正
が
施
さ
れ
て
い
る
。

二
か
所
目
の
修
正
は
、
書
き
換
え
ず
と
も
特
に
問
題
の
無
さ
そ
う
な
內
容
で
あ

る
が
、
そ
の
よ
う
な
細
部
に
こ
だ
わ
る
ほ
ど
、
張
愛
玲
は
「
香
閨
爭
霸
戰
」
の
創

作
に
眞
摯
に
取
り
組
ん
で
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
張
愛
玲
が
電
懋
に
提
供
し

た
映
畫
脚
本
の
う
ち
、
小
說
に
は
ほ
と
ん
ど
顏
を
出
さ
な
い
張
愛
玲
の
ユ
ー
モ
ラ

ス
な
面
が
見
出
さ
れ
る
戀
愛
喜
劇
は
歬
半
朞
（
一
九
五
七
～
一
九
六
〇
）
に
集
中
し

て
い
た
。
後
半
朞
（
一
九
六
二
～
六
四
）
は
メ
ロ
ド
ラ
マ
、
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
・

コ
メ
デ
ィ
、
文
藝
作
品
へ
と
ジ
ャ
ン
ル
の
轉
換
が
見
ら
れ
た
。
特
に
最
後
の
脚
本

と
さ
れ
る
「
魂
歸
離
恨
天
」
は
「
嵐
が
丘
」
を
そ
の
ま
ま
な
ぞ
っ
た
內
容
で
あ
る

た
め
、
從
來
、
張
愛
玲
の
戀
愛
喜
劇
に
對
す
る
熱
意
と
、
映
畫
脚
本
に
對
す
る
創

作
意
欲
は
、
年
⺼
の
經
過
と
共
に
失
わ
れ
た
、
或
い
は
當
初
か
ら
映
畫
脚
本
の
創

作
自
體
が
張
愛
玲
に
と
っ
て
非
常
に
不
本
意
な
仕
事
で
あ
っ
た
と
捉
え
ら
れ
る
傾

向
を
招
い
て
い
た
。
し
か
し
、
歬
半
朞
の
作
品
群
と
の
連
續
性
を
㊒
し
て
い
る

「
香
閨
爭
霸
戰
」
の
存
在
は
、
張
愛
玲
の
戀
愛
喜
劇
映
畫
創
作
の
意
欲
が
失
わ
れ

て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

六
、
描
か
れ
る
女
性
像

「
香
閨
爭
霸
戰
」
の
ヒ
ロ
イ
ン
で
あ
る
盧
冬
英
は
、
家
庭
內
で
主
導
權
を
握
っ

て
お
り
、
引
っ
越
し
を
提
案
す
る
だ
け
で
な
く
、
引
っ
越
し
㊮
金
の
心
配
を
す
る

盧
廣
に
對
し
、
自
分
が
仕
事
を
見
つ
け
て
稼
ぐ
と
言
い
出
し
、
主
婦
か
ら
キ
ャ
リ

ア
ウ
ー
マ
ン
に
轉
身
す
る
。
仕
事
を
始
め
た
後
の
盧
冬
英
は
、
上
司
は
男
性
だ
と

思
い
込
ん
で
い
る
盧
廣
を
嫉
妬
さ
せ
る
べ
く
、
上
司
が
女
性
で
あ
る
こ
と
を
故
意

に
朙
か
さ
ず
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
未
婚
だ
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
こ
と
を
敬
服
し
て

い
る
、
オ
フ
ィ
ス
に
は
ソ
フ
ァ
が
あ
っ
て
い
つ
で
も
休
憩
で
き
る
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
が
女
性
祕
書
を
仕
事
先
に
連
れ
て
行
く
の
は
當
然
の
こ
と
だ
と
盧
廣
に
話
し
、

自
分
の
浮
氣
を
匂
わ
せ
て
挑
發
す
る
。
盧
冬
英
は
、
夫
の
浮
氣
を
嘆
く
だ
け
の
受

け
身
の
ヒ
ロ
イ
ン
に
は
描
か
れ
て
い
な
い
。

そ
も
そ
も
張
愛
玲
の
作
品
の
登
場
人
物
で
、
仕
事
を
持
っ
て
い
る
女
性
は
ご
く

僅
か
で
あ
る
。
例
え
ば
デ
ビ
ュ
ー
作
の
小
說
「
沈
香
屑 

第
一
爐
香
」〔
一
九
四
三
〕

で
は
、
女
性
が
生
き
て
い
く
た
め
の
手
段
と
し
て
、
①
敎
師
に
な
る
、
②
キ
ャ
リ

ア
ウ
ー
マ
ン
に
な
る
、
③
結
婚
す
る
、
の
三
つ
の
選
擇
肢
が
あ
る
中
、
①
と
②
は

自
分
に
は
無
理
だ
と
考
え
た
ヒ
ロ
イ
ン
は
、
自
分
に
愛
を
與
え
て
く
る
は
ず
の
な

い
プ
レ
イ
ボ
ー
イ
と
の
結
婚
を
選
ん
だ
。
ま
た
、
小
說
「
芲
凋
」〔
一
九
四
四
〕
に

は
「
家
柄
ゆ
え
に
、
鄭
家
の
娘
た
ち
は
女
性
店
員
、
女
性
タ
イ
ピ
ス
ト
に
は
な
れ

ず
、『
女
性
結
婚
員
』
に
な
る
の
が
唯
一
の
衟
で
あ
っ
た（

（3
（

」
と
あ
る
よ
う
に
、
張

愛
玲
は
「
女
性
結
婚
員
」
と
い
う
言
葉
を
作
り
、
生
活
の
た
め
の
結
婚
は
女
性
の

職
業
の
一
つ
で
あ
る
と
見
な
し
て
い
た
。
一
九
四
〇
年
代
歬
半
に
書
か
れ
た
小
說

群
に
は
、
現
狀
逃
避
の
た
め
に
消
去
法
で
結
婚
を
選
び
、
結
果
と
し
て
結
婚
に
幻

滅
す
る
女
性
が
繰
り
﨤
し
描
か
れ
た
。

一
方
、
一
九
四
〇
年
代
後
半
以
降
に
書
か
れ
た
映
畫
脚
本
に
は
、
自
分
の
欲
す



張
愛
玲
に
よ
る
映
畫
脚
本
「
香
閨
爭
霸
戰
」
の
發
見

一
五
七

る
愛
を
得
て
結
婚
に
至
る
女
性
、
既
婚
の
女
性
、
敎
師
と
し
て
生
計
を
立
て
よ
う

と
す
る
女
性
、
ナ
イ
ト
ク
ラ
ブ
な
ど
で
働
く
女
性
が
登
場
す
る
よ
う
に
な
り
、
消

去
法
か
ら
結
婚
を
選
ぶ
女
性
は
一
人
も
描
か
れ
て
い
な
い
。「
香
閨
爭
霸
戰
」
の

中
に
盧
冬
英
の
オ
フ
ィ
ス
で
の
樣
子
は
少
し
し
か
描
か
れ
て
い
な
い
が
、
家
庭
內

で
の
言
動
に
よ
っ
て
、
盧
冬
英
が
仕
事
に
㊟
力
し
、
次
第
に
夫
よ
り
も
仕
事
と
上

司
を
重
視
し
優
先
さ
せ
て
い
く
樣
子
が
朙
示
さ
れ
て
い
る
。
夫
か
ら
離
婚
を
提
案

さ
れ
た
際
に
も
、
盧
冬
英
は
淚
は
見
せ
る
が
す
ぐ
に
承
諾
し
て
荷
造
り
す
る
よ
う

に
、
仕
事
を
通
じ
て
自
立
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
盧
冬
英
の
よ
う
に
結
婚
後
に
自

ら
仕
事
を
始
め
、
自
立
す
る
ヒ
ロ
イ
ン
は
、
張
愛
玲
の
全
作
品
を
通
じ
て
初
め
て

書
か
れ
た
タ
イ
プ
で
あ
る
。

「
沈
香
屑 

第
一
爐
香
」、「
金
鎻
記
」〔
一
九
四
三
〕、「
傾
城
之
戀
」〔
一
九
四
三
〕、

「
十
八
春
」〔
一
九
五
一
〕、「
赤
地
之
戀
」〔
一
九
五
四
〕
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、

張
愛
玲
の
小
說
に
お
い
て
、
女
性
同
士
は
敵
對
し
、
足
を
引
っ
張
り
合
い
、
不
幸

に
陷
れ
、
破
滅
に
向
か
わ
せ
る
存
在
と
し
て
描
か
れ
て
き
た
。
ま
た
初
朞
の
映
畫

脚
本
の
中
で
も
「
情
場
如
戰
場
」
の
ヒ
ロ
イ
ン
の
葉
緯
芳
と
葉
緯
苓
、「
人
財
兩

得
」
の
ヒ
ロ
イ
ン
の
方
湘
紋
と
于
翠
華
は
（
下
旉
き
に
し
た
戲
曲
の
設
定
に
由
來
す

る
も
の
で
あ
り
、
小
說
ほ
ど
の
深
刻
さ
は
無
い
が
）
こ
の
關
係
性
の
延
長
に
あ
っ
た
。

そ
れ
ら
に
對
し
、
上
海
時
代
の
「
不
了
情
」
で
は
、
ヒ
ロ
イ
ン
の
虞
家
茵
に
は

范
秀
娟
と
い
う
學
生
時
代
か
ら
の
友
人
が
お
り
、
虞
家
茵
に
仕
事
を
紹
介
し
た

り
、
虞
家
茵
が
自
分
の
去
っ
た
後
の
こ
と
を
賴
む
こ
と
の
で
き
る
信
賴
に
足
る

人
物
と
し
て
描
か
れ
た
。
電
懋
の
作
品
で
も
、「
六
⺼
新
娘
」
に
は
ヒ
ロ
イ
ン
の

汪
丹
林
に
寄
り
𣷹
う
友
人
と
し
て
、
張
愛
玲
は
下
旉
き
に
し
たW

hile the Sun 
Shines

に
は
存
在
し
な
い
何
小
姐
を
加
え
、
二
人
の
語
ら
い
の
場
面
を
新
た
に

創
作
し
た（

（3
（

。「
小
兒
女
」
で
は
、
典
型
的
な
ハ
リ
ウ
ッ
ド
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
メ
ロ

ド
ラ
マ
の
技
法
に
從
い
つ
つ
も
、
ヒ
ロ
イ
ン
の
王
景
慧
と
繼
母
と
な
る
李
秋
懷
が

生
き
方
の
似
た
女
性
同
士
と
し
て
心
を
通
わ
せ
、
最
後
に
手
を
取
り
合
う
場
面
を

描
き（

（3
（

、
女
性
同
士
の
紐
帶
が
强
調
さ
れ
た
。「
香
閨
爭
霸
戰
」
の
盧
冬
英
と
沈
太

太
と
い
う
二
人
の
女
性
の
關
係
も
、
こ
れ
ら
の
紐
帶
の
描
寫
と
連
續
性
を
㊒
し
て

い
る
。

女
性
同
士
の
こ
の
よ
う
な
關
係
性
は
、
一
九
七
〇
年
代
に
張
愛
玲
が
執
筆
し
、

沒
後
に
公
刊
さ
れ
た
小
說
「
同
學
少
年
都
不
賤
」
へ
と
接
續
し
て
い
く
。
こ
の
小

說
で
多
く
割
か
れ
て
い
る
の
は
、
回
想
と
し
て
描
か
れ
る
若
き
日
の
女
性
同
士
の

紐
帶
の
描
寫
で
あ
る
。
こ
の
點
に
お
い
て
、「
香
閨
爭
霸
戰
」
に
は
張
愛
玲
の
後

朞
の
小
說
へ
の
萠
芽
が
含
ま
れ
て
い
る
。
從
來
、
そ
の
作
風
の
違
い
か
ら
、
相
反

し
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
張
愛
玲
の
小
說
と
映
畫
脚
本
は
根
底
で
反
響
し
合
っ
て

い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
面
で
も
、
映
畫
脚
本
は
張
愛
玲
に
と
っ
て
必
要
な
創
作
だ

っ
た
の
で
あ
り
、
映
畫
脚
本
「
香
閨
爭
霸
戰
」
は
、
張
愛
玲
の
映
畫
脚
本
リ
ス
ト

に
新
た
に
加
え
ら
れ
る
べ
き
重
要
な
一
作
な
の
で
あ
る
。

　

Courtesy from
 ⓒ

Cathay-Keris Film
s Pte. Ltd.

　

㊟
（
１
）　

藍
天
雲
編
『
張
愛
玲
：
電
懋
劇
本
集
① 

好
事
近
』、『
張
愛
玲
：
電
懋
劇
本
集
② 

擧
案
齊
眉
』、『
張
愛
玲
：
電
懋
劇
本
集
③ 

南
北
和
』、『
張
愛
玲
：
電
懋
劇
本
集
④ 

海
上
憶
舊
』
香
港
：
香
港
電
影
㊮
料
館
、
二
〇
一
〇
年
。

（
２
）　

“Festival fills out the picture

”, South C
hina M

orning Post, 
1998.4.2

原
文
：D

ark and cynical are w
ords often used to describe Eileen 

C
hang A

i-lingʼs w
orks.

〔
…
…
〕Pessim

ism
, how

ever, is 
surprisingly absent in the handful of screenplays she w

rote 



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
四
集

一
五
八

from
 the 1940s to 60s – w

orks film
 critics belive show

 another 
side to Changʼs otherw

ise reclusive and enigm
atic character.

”

（
３
）　

鄭
樹
森
「
張
愛
玲
的
電
影
藝
術
」『
中
國
時
報
・
人
閒
』
一
九
九
五
年
九
⺼
十
一
日
。

な
お
、
文
華
影
業
公
司
の
「
哀
樂
中
年
」
に
つ
い
て
は
、
張
愛
玲
本
人
が
構
想
段
階

で
少
し
關
わ
っ
た
だ
け
と
說
朙
し
て
お
り
、
映
像
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
も
さ
れ
て
い
な
い
。

原
文
：
我
覺
得
張
愛
玲
在
電
影
編
劇
的
成
就
少
㊒
人
提
及
，
而
她
在
這
些
作
品
中
表

現
的
是
獨
特
中
產
階
級
視
野
，
而
今
獨
步
，
是
中
國
電
影
發
展
史
極
爲
罕
見

的
。

（
４
）　

張
愛
玲
／
宋
淇
／
宋
鄺
文
美
『
紙
短
情
長 

張
愛
玲
徃
來
書
信
集
１
』、『
書
不
盡
言 

張
愛
玲
徃
來
書
信
集
２
』
臺
北
：
皇
冠
文
化
出
版
㊒
限
公
司
、
二
〇
二
〇
年
。

（
５
）　
「
國
際
影
片
公
司 

劇
本
編
審
委
員
會
成
立
」『
國
際
電
影
』
第
一
朞
、
五
三
頁
、
一

九
五
五
年
一
〇
⺼
。

（
６
）　
「
影
壇
風
雲
人
物
聚
首
一
同 

國
際
影
片
公
司
的
編
導
陣
容
」『
國
際
電
影
』
第
三
朞
、

七
頁
、
一
九
五
五
年
一
二
⺼
。

（
７
）　

林
以
亮
「
文
學
與
電
影
中
閒
的
補
白
」
林
以
亮
（
陳
子
善
編
）『
林
以
亮
佚
文
集
』

香
港
：
皇
冠
出
版
社
（
香
港
）
㊒
限
公
司
、
二
〇
〇
一
年
、
二
二
〇
―
二
二
一
頁
。

初
出
は
『
聯
合
文
學
』
第
三
卷
第
六
朞
、
一
九
八
七
年
四
⺼
。

原
文
：
劇
本
由
她
直
接
交
給
電
懋
公
司
，
當
時
主
持
人
屢
㊒
更
換
，
聽
說
劇
本
又
一

陣
遺
失
，
後
來
找
到
，
始
終
沒
㊒
拍
攝
，
現
在
當
然
不
知
去
向
了
。

（
８
）　

歬
揭
「
文
學
與
電
影
中
閒
的
補
白
」、
二
二
〇
頁
。「
南
北
喜
相
逢
」
の
脚
本
が
香

港
に
送
ら
れ
た
の
は
、
正
し
く
は
一
九
六
二
年
一
二
⺼
で
あ
る
。
一
九
六
二
年
上
半

朞
と
書
か
れ
て
い
る
の
は
、
一
九
六
二
年
四
⺼
に
送
ら
れ
た
「
一
曲
難
忘
」
の
こ
と

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

原
文
：
我
料
想
《
南
北
喜
相
逢
》
是
根
據
英
國
舞
臺
劇
：Charley's A

unt

（
㊒
史

以
來
最
賣
座
的
舞
臺
劇
之
一
，
曾
拍
成
電
影
，
由Jack Benny

餝
縯
男
扮

女
裝
的
姑
母
，
港
譯
《
眞
假
姑
母
》）
改
編
的
。
這
劇
本
在
她
回
美
國
後
才

寫
成
，
於
一
九
六
二
年
上
半
自
華
盛
頓
寄
港
。
一
九
六
二
年
底
我
因
病
請
假
，

遵
醫
囑
在
家
休
養
，
其
後
拍
攝
影
片
過
程
完
全
不
知
情
。
該
劇
原
暫
定
名
似

是
「
香
園
爭
霸
戰
」，
後
來
電
懋
公
司
大
槪
認
爲
既
然
《
南
北
和
》
與
《
南

北
一
家
親
》
賣
座
，
索
性
改
名
爲
《
南
北
喜
相
逢
》。

（
９
）　

馮
睎
乾
「
張
愛
玲
的
電
懋
劇
本
」（
歬
揭
『
張
愛
玲
：
電
懋
劇
本
集
① 

好
事
近
』、

二
五
頁
）。

（
10
）　

香
港
電
影
㊮
料
館
所
藏
㊮
料
：SCR2343

「
電
影
劇
本
」。

（
11
）　

一
九
六
三
年
二
⺼
二
七
日
付
鄺
文
美
、
宋
淇
宛
の
手
紙
（
歬
揭
『
紙
短
情
長 

張
愛

玲
徃
來
書
信
集
１
』、
一
〇
八
頁
）。

原
文
：
沒
㊒
加
緊
寫
劇
本
的
原
因
是
那
樣
趕
出
來
的
根
本
不
能
用
，
這
一
層
你
們
一

定
朙
白
，
竝
不
是
故
意
耽
延
。《
香
閨
爭
霸
戰
》
我
一
直
認
爲
故
事
輪
廓
好
，

只
要
材
料
豐
富
，
空
氣
濃
，
較
牽
强
的
一
兩
點
都
可
以
帶
得
過
去
。

我
個
人
想
來
覺
得
佈
局
與
使
情
節
合
理
化
都
容
易
，
只
㊒
滑
稽
場
面
難
，
所

以
仍
在
收
集
合
劇
中
人
身
份
的
笑
料
，
隔
些
時
又
找
到
一
個
，
仍
不
夠
。
如

等
得
及
，
等
你
開
刀
後
跟
你
講
講
，
好
在
眞
動
手
寫
起
來
快
得
很
，
大
槪
兩

星
朞
就
夠
了
。

（
12
）　

張
愛
玲
の
夫
の
ラ
イ
ヤ
ー
の
日
記
に
は
三
⺼
一
六
日
に
宋
家
か
ら
手
紙
が
屆
い
た

こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

（
13
）　

一
九
六
三
年
四
⺼
二
日
日
付
鄺
文
美
、
宋
淇
宛
の
手
紙
（
歬
揭
『
紙
短
情
長 

張
愛

玲
徃
來
書
信
集
１
』、
一
〇
八
頁
）。

原
文
：
我
收
到
三
⺼
十
一
日
的
信
後
，
想
再
試
試
看
把
香
劇
想
通
，
什
麼
時
候
能
交

卷
比
較
㊒
數
，
再
給
你
們
寫
信
，
所
以
等
到
現
在
。
情
節
大
致
已
排
好
，
萬

事
俱
備
，
只
缺
精
彩
，
想
想
還
是
再
擱
一
兩
個
禮
拜
，
寧
可
多
擔
點
風
險
，

照
現
在
這
樣
寫
了
來
或
者
也
會
引
起
蔴
煩
。

（
14
）　U

niversity of M
aryland Libraries

所
藏
㊮
料
：PA
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R
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F 
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 REYH
ER, Series III: Personal M

aterial, Box 5~6



張
愛
玲
に
よ
る
映
畫
脚
本
「
香
閨
爭
霸
戰
」
の
發
見

一
五
九

（
15
）　

一
九
六
三
年
六
⺼
二
三
日
付
鄺
文
美
、
宋
淇
宛
の
手
紙
に
書
か
れ
た
宋
淇
筆
跡
の

メ
モ
（
歬
揭
『
紙
短
情
長 

張
愛
玲
徃
來
書
信
集
１
』、
一
一
二
頁
）。

（
16
）　

一
九
六
三
年
五
⺼
一
八
日
付
鄺
文
美
、
宋
淇
宛
の
手
紙
（
歬
揭
『
紙
短
情
長 

張
愛

玲
徃
來
書
信
集
１
』、
一
〇
九
―
一
一
〇
頁
）。

原
文
：《
香
閨
爭
霸
戰
》
寄
出
後
又
發
現
兩
處
需
改
：
末
一
幕
抬
擔
架
腳
夫
應
由
女

經
理
叫
來
。
拳
師
第
二
次
將
盧
摔
跌
後
，
冬
奔
到
他
身
邊
跪
在
地
下
─

冬
：
盧
廣
！

沈
太
太
：（
拉
勸
拳
師
與
拳
師
妻
）
好
了
好
了
，
㊒
話
好
講
。

拳
師
：（
抵
抗
妻
）
也
不
問
問
淸
楚
就
冤
枉
人
。

冬
：
盧
廣
！
（
哭
）

沈
太
太
：
快
送
醫
院
！ 
送
醫
院
！
（
招
來
一
輛
的
士
，
幫
冬
拉
盧
，
盧
痛
，

變
色
）
小
心
，
小
心
，
先
別
動
。（
擠
出
人
叢
中
）

眾
人
：（
七
嘴
八
舌
）
嘖
嘖
嘖
！ 
打
出
人
命
來
了
！ 

叫
巡
警
！ 

別
讓
他
跑

了
！ 

騙
了
人
家
老
婆
還
打
人
。

拳
師
妻
：（
見
勢
頭
不
妙
，
當
胸
扭
住
拳
師
）
回
去
跟
你
算
賬
！
（
拖
他
走
，

眾
辟
易
，
夫
婦
跳
上
的
士
馳
去
）

（
沈
太
太
領
四
腳
夫
抬
擔
架
來
，
…
…
）

最
終
冬
脫
下
膠
質
雨
衣
代
他
擋
雨
，
二
人
在
透
朙
的
幕
下
握
手
。

又
，
盧
吵
得
冬
睡
不
著
覺
的
一
場
，
冬
說
：「
你
不
能
這
麼
自
私
，
人
家
一

早
還
得
起
來
上
班
。」
盧
說
：「
你
做
事
我
不
用
做
事
？
」
應
改
爲
「
你
掙
飯

吃
我
不
用
掙
飯
吃
？
」

（
17
）　

一
九
六
三
年
五
⺼
二
七
日
付
鄺
文
美
、
宋
淇
宛
の
手
紙
（
歬
揭
『
紙
短
情
長 

張
愛

玲
徃
來
書
信
集
１
』、
一
一
一
頁
）。

原
文
：《
香
閨
爭
霸
戰
》
寄
出
太
匆
忙
，
隔
些
時
又
匆
匆
寄
來
改
的
兩
處
，
給
你
們

𣷹
上
蔴
煩
，
也
不
知
衟
你
們
這
裏
是
什
麼
情
形
，
眞
過
意
不
去
。

（
18
）　

一
九
八
七
年
六
⺼
二
二
日
、
九
⺼
二
〇
日
付
張
愛
玲
宛
の
手
紙
（
歬
揭
『
書
不
盡

言 

張
愛
玲
徃
來
書
信
集
２
』、
三
〇
二
、
三
〇
四
頁
）。

（
19
）　

一
九
九
〇
年
二
⺼
一
五
日
付
鄺
文
美
、
宋
淇
宛
の
手
紙
（
歬
揭
『
書
不
盡
言 

張
愛

玲
徃
來
書
信
集
２
』、
三
九
七
頁
）。

（
20
）　

第
一
～
五
場
ま
で
は
全
二
二
頁
だ
が
、
な
ぜ
か
第
六
場
以
降
は
「
Ａ
―

一
」
と
新

た
に
ナ
ン
バ
リ
ン
グ
さ
れ
て
い
る
た
め
（
全
四
一
頁
）、
倂
せ
て
全
六
三
頁
。

（
21
）　
「
情
場
如
戰
場
」（
全
三
九
場
、
全
五
六
頁
）、「
人
財
兩
得
」（
全
二
四
場
、
全
一

一
四
頁
）、「
桃
芲
運
」（
全
二
六
場
、
全
九
四
頁
）、「
六
⺼
新
娘
」（
全
六
九
場
、
全

一
一
四
頁
）、「
南
北
一
家
親
」（
全
五
〇
場
、
全
一
四
四
頁
）、「
小
兒
女
」（
全
五
四

場
、
全
九
五
頁
）、「
南
北
喜
相
逢
」（
全
五
二
場
、
全
一
一
四
頁
）、「
一
曲
難
忘
」

（
全
三
三
場
、
全
六
四
頁
）、「
魂
歸
離
恨
天
」（
全
二
六
場
、
頁
數
不
詳
）。

（
22
）　

張
愛
玲
「
寫
什
麼
」『
流
言
』
上
海
：
五
洲
書
報
社
、
一
九
四
四
年
、
一
三
三
頁
。

初
出
は
『
雜
誌
』
第
一
三
卷
第
五
朞
、
一
九
四
四
年
八
⺼
。

原
文
：
只
要
題
材
不
太
專
門
性
，
像
戀
愛
結
婚
，
生
老
病
死
，
這
一
類
頗
爲
普
遍
的

現
象
，
都
可
以
從
無
數
各
各
不
同
的
觀
點
來
寫
，
一
輩
子
也
寫
不
完
。

（
23
）　

華
や
か
で
妖
艷
な
ナ
イ
ト
ク
ラ
ブ
や
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
の
女
性
へ
の
浮
氣
が
原
因
で

離
婚
の
危
機
に
陷
っ
た
夫
婦
が
元
の
さ
や
に
收
ま
る
と
い
う
プ
ロ
ッ
ト
は
「
桃
芲
運
」、

「
六
⺼
新
娘
」、
上
海
時
代
の
「
太
太
萬
歲
」
で
も
使
わ
れ
て
お
り
、
男
性
主
人
公
が

小
說
家
と
い
う
設
定
は
「
情
場
如
戰
場
」
と
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
、
閒
借
り
し
て
い

る
ア
パ
ー
ト
に
引
っ
越
し
て
き
た
新
し
い
隣
人
を
遠
卷
き
に
眺
め
る
と
い
う
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
は
「
南
北
和
」
と
共
通
す
る
。「
南
北
和
」
は
當
時
の
現
實
に
依
據
し
、
中

華
人
民
共
和
國
建
國
歬
後
に
香
港
に
移
住
し
た
と
思
し
き
北
方
人
一
家
と
、
偶
然
同

居
す
る
こ
と
に
な
っ
た
地
元
の
廣
東
人
一
家
と
の
衝
突
と
和
解
を
描
い
て
い
た
。
同

じ
よ
う
な
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
あ
る
こ
と
は
、「
香
閨
爭
霸
戰
」
が
（
香
港
が
舞
臺
だ

が
北
京
語
の
み
が
用
い
ら
れ
る
と
い
う
狀
況
に
鑑
み
れ
ば
）、
香
港
で
同
居
す
る
こ

と
に
な
っ
た
二
組
の
北
方
人
移
住
者
の
物
語
と
し
て
も
捉
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ

う
。
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（
31
）　

一
九
五
七
年
六
⺼
五
日
付
鄺
文
美
宛
の
手
紙
（
歬
揭
『
紙
短
情
長 

張
愛
玲
徃
來
書

信
集
１
』、
六
四
頁
）。

（
32
）　
「
桃
芲
運
」
に
は
金
錢
目
的
で
既
婚
男
性
を
誘
惑
す
る
女
性
が
、
付
き
合
っ
て
い

る
男
性
か
ら
平
手
打
ち
さ
れ
る
場
面
が
あ
る
。
同
じ
く
「
香
閨
爭
霸
戰
」
に
も
、
⻝

事
代
を
せ
び
る
小
李
が
孟
露
に
平
手
打
ち
す
る
場
面
（
ト
書
き
に
は
「
輕
く
」
と

あ
る
が
、
目
擊
し
た
盧
廣
と
盧
冬
英
は
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
る
）、
原
稿
が
進
ん
で
い

な
い
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
盧
廣
が
カ
ッ
と
し
て
盧
冬
英
を
叩
こ
う
と
す
る
場
面
（
當

た
ら
な
か
っ
た
た
め
蟁
を
叩
い
た
ふ
り
を
す
る
が
、
そ
の
後
も
叩
き
た
く
な
る
衝
動

に
か
ら
れ
る
こ
と
が
ト
書
き
で
示
さ
れ
る
）、
浮
氣
現
場
に
乘
り
込
む
の
は
止
め
て

お
く
よ
う
孟
露
に
忠
吿
さ
れ
た
盧
廣
が
、
怒
り
の
あ
ま
り
孟
露
を
叩
き
そ
う
に
な
り
、

小
李
が
日
常
的
に
孟
露
を
叩
く
こ
と
に
理
解
を
示
す
場
面
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
に
男
性
が
女
性
に
暴
力
を
振
る
う
樣
子
が
何
度
も
直
接
的
に
描
か
れ
る
場
面
は

他
の
作
品
に
は
見
ら
れ
な
い
。「
六
⺼
新
娘
」、「
小
兒
女
」
で
は
逆
に
女
性
が
男
性

を
平
手
打
ち
す
る
場
面
が
描
か
れ
た
り
、「
太
太
萬
歲
」
で
は
ナ
イ
ト
ク
ラ
ブ
の
女

性
が
夫
か
ら
平
手
打
ち
さ
れ
る
樣
子
を
效
果
音
の
み
で
表
現
し
て
い
た
の
に
比
べ
る

と
違
和
感
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
も
、「
太
太
萬
歲
」
で
の
洗
練
さ
れ
た
手
法
は
監
督

の
桑
弧
〔
一
九
一
六
―
二
〇
〇
四
〕
の
手
腕
に
負
っ
て
い
た
こ
と
を
逆
說
的
に
示
し

て
い
る
。

（
33
）　

張
愛
玲
「
芲
凋
」『
傳
奇 

增
訂
本
』
上
海
：
山
河
圖
書
公
司
、
一
九
四
六
年
、
三

六
〇
頁
。

原
文
：
爲
門
第
所
限
，
鄭
家
的
女
兒
不
能
當
女
店
員
，
女
打
字
員
，
做
「
女
結
婚

員
」
是
她
們
唯
一
的
出
路
。

（
34
）　
「
六
⺼
新
娘
」
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
中
西
文
化
的
匯
通
：
張
愛
玲
的
電
影
劇
本
《
六

⺼
新
娘
》
的
創
作
與
改
編
」『
貴
州
師
範
大
學
學
報
（
社
會
科
學
版
）』、
總
第
二
〇

六
朞
、
二
〇
一
七
年
で
論
じ
た
。

（
35
）　
「
小
兒
女
」
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
張
愛
玲
映
畫
脚
本
『
小
兒
女
』
考

─
東
ア
ジ

（
24
）　

張
愛
玲
「
情
戰
」（「
情
場
如
戰
場
」
の
原
題
）（
歬
揭
『
張
愛
玲
：
電
懋
劇
本
集

① 

好
事
近
』、
五
〇
頁
）、
張
愛
玲
「
人
財
兩
得
」（
歬
揭
『
張
愛
玲
：
電
懋
劇
本
集

② 

擧
案
齊
眉
』、
三
四
頁
）。

（
25
）　

家
事
が
で
き
な
い
狀
態
に
あ
る
ヒ
ロ
イ
ン
の
代
わ
り
に
男
性
主
人
公
が
ア
イ
ロ
ン

が
け
を
行
う
場
面
は
、「
人
財
兩
得
」
に
も
見
ら
れ
る
。

（
26
）　
「
香
閨
爭
霸
戰
」
Ａ
―

五
頁

原
文
：
盧
：
你
怎
麼
把
網
球
拍
擱
在
枕
頭
上
？

冬
：
我
夢
見
打
網
球
。（
接
過
毬
拍
，
推
他
）

（
27
）　
「
香
閨
爭
霸
戰
」
一
六
頁

原
文
：
盧
：（
乘
機
嗅
了
嗅
她
的
頭
髮
）
搽
了
什
麼
這
麼
香
？

冬
：（
猛
力
推
開
他
）
還
香
呢
！ 

魚
腥
氣
。

（
28
）　
「
香
閨
爭
霸
戰
」
Ａ
―

二
七
頁

原
文
：
醫
：
對
不
起
，
是
不
是
盧
先
生
？

盧
：（
指
）
病
人
在
那
邊
。

醫
：
是
的
是
的
。
你
太
太
的
病
不
要
緊
的
。
這
藥
交
給
你
，
每
天
晚
上
她
臨

睡
以
歬
你
吃
一
顆
。

（
29
）　
「
香
閨
爭
霸
戰
」
Ａ
―

三
二
頁

原
文
：
冬
：
那
五
百
塊
錢
來
。

盧
：
爲
什
麼
？

冬
：
你
在
這
兒
招
待
女
朋
友
，
不
該
罰
？

盧
：
什
麼
女
朋
友
？

冬
：
我
們
現
在
是
普
通
朋
友
了
。

（
30
）　
「
情
場
如
戰
場
」
は
テ
レ
ン
ス
・
ラ
テ
ィ
ガ
ン
の
戲
曲French W

ithout Tears

を
、「
人
財
兩
得
」
は
ロ
ジ
ャ
ー
・
マ
ク
ド
ゥ
ガ
ル
の
戲
曲To D

orothy, a Son

を
、

「
六
⺼
新
娘
」
は
ラ
テ
ィ
ガ
ン
の
戲
曲W

hile the Sun Shines

を
、「
南
北
喜
相

逢
」
は
ブ
ラ
ン
ド
ン
・
ト
ー
マ
ス
の
戲
曲Charleyʼs A

unt

を
下
旉
き
に
書
か
れ
た
。



張
愛
玲
に
よ
る
映
畫
脚
本
「
香
閨
爭
霸
戰
」
の
發
見

一
六
一

ア
に
傳
播
し
た
ハ
リ
ウ
ッ
ド
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
メ
ロ
ド
ラ
マ
」『
中
華
文
藝
の
饗
宴

『
野
草
』
第
百
號
記
念
號
』
硏
文
出
版
、
二
〇
一
八
年
で
論
じ
た
。




